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研究成果の概要（和文）：本研究で得られた知見は以下の4点である。①子どもの回復と成長の鍵は、遊びや表
現であること。②子どもの自己回復力を基盤としたソーシャルワーク的なアプローチが、子どもの回復を支えた
こと。③支援者が自らの支援行為を子どもの最善の利益の視点で省察したことが「支持的な他者」を生み出し、
それが子どものPTGへつながったこと。④支援システムの構築には、支援者が実践を通して得た暗黙知を言語化
し、実践知として広く共有することが求められること。

研究成果の概要（英文）：The research project yielded the following four findings. (1) Play and 
creative expression hold the keys to the child’s recovery and growth. (2) The child’s recovery was
 supported by a social work-oriented approach grounded in the child’s self-healing power. (3) When 
the supporters reflected whether their acts of support are in the best interests of the child, it 
produced the “supportive other,” which in turn helped the child achieve PTG. (4) Support systems 
should encourage supporters to verbalize the tacit knowledge they have acquired in the course of 
their practice and then share it broadly as practical knowledge.
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１．研究開始当初の背景 

東日本大震災復興支援活動の課題の１つ

は、これまでボランティアや NGO／NPO が手

探りで担ってきた支援実践を、いかにして地

域に根付く支援に転化させていくか、である。 

支援の成立には、１つ１つの支援行為だけ

ではなく支援システムが必要となるが、東日

本大震災における子ども・子育て支援に関し

て、支援行為の実践分析や理論化はなされて

きたものの、個々の支援がいかに巨視的なシ

ステムとなりうるのかについては実践的に

も研究的にも十分議論がなされてこなかっ

た。そのため、NGO／NPO の撤退に伴い、支援

が途絶え、子どもの生活が脅かされるという

事態も生じつつある。この課題に向き合うた

めには、支援行為がどのようにして支援シス

テムに変容しうるかを明らかにし、地域に返

していく必要がある。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、子ども・子育て期の親が

復興の主体となることを可能にする支援シ

ステムがどのように構築されうるのかを、支

援者の専門性の観点から実証的に明らかに

するものである。 

具体的には、東日本・中越・阪神淡路大震

災被災地域における子ども・子育て支援者が

現場で直面する不安・葛藤すなわち「ゆらぎ」

に着目し、その後に生じる支援者の自己変容

と環境への働きかけに至る過程を、システム

構築の発芽とみなし、「ゆらぎ」が新しい支

援システムを産みだしていくプロセスを可

視化した。これにより、転換期を迎えた被災

地の子ども・子育て支援に新たな視点を提供

し、これにより被災の当事者である子ども・

子育て期の親が復興の担い手となる道筋を

示した。 

 
３．研究の方法 

本研究は、①東日本大震災市町村復興計画、

②阪神淡路大震災教育復興担当教員、③東日

本大震災子ども支援④中越大震災子育て支

援の４つを調査対象とした。 

方法としては（a）文献調査、(b)子ども・

子育て支援者へのインタビュー調査と(c)研

究の公表（中間まとめ含む）であり、支援者

の「ゆらぎ」が新しい支援システムを産みだ

していくプロセスを実証的に明らかにする

ことを目的とした。 

本研究は 4年間にわたる計画であるが、前

科研・特定課題によるインタビュー調査先か

ら継続的な関わりが求められていることか

ら、１～3 年目までは②～④を網羅的に調査

し、4 年目は補完が必要な項目を設定した上

で、追加調査と総括を実施した。 

 
４．研究成果 

 本研究の成果は以下の 4点である。①子ど

もの回復と成長の鍵は、遊びや表現であるこ

と。②子どもの自己回復力を基盤としたソー

シャルワーク的なアプローチが、子どもの回

復を支えたこと。③支援者が自らの支援行為

を子どもの最善の利益の視点で省察したこ

とが「支持的な他者」を生み出し、それが子

どもの PTG へつながったこと。④支援システ

ムの構築には、支援者が実践を通して得た暗

黙知を言語化し、実践知として広く共有する

ことが求められること。 

当初予想しなかった知見としては、災害後

の支援者が直面した「ゆらぎ」の大きさと、

ゆらぎを乗り越えた支援者自身の成長、そし

てその結果が制度化の端緒となった、そのプ

ロセスが明らかとなったことである。 

たとえば、東日本大震災発災直後より、「災

害遊び」は子どもの回復を促すものとして報

道されたが、実際に「災害遊び」に直面した

支援者たちはそれを知識として知っていて

も動揺し、止めたほうがいいのではないかと

葛藤した。中越大震災では、ジェンダー学習

の積み重ねをしていた市民でさえ、母親に対

して強化されるジェンダーに戸惑いと無力

感を感じた。阪神・淡路大震災後の教育復興

担当教員は、心のケアの専門性のなさに自信



をなくし、もがいた。それぞれの支援者たち

は、「ゆらぎ」の大きさに戸惑い、現場でも

がき苦しんだ。なかには支援を辞めた者もい

たが、「ゆらぎ」に直面しながらも、原点で

ある「子どもや子育て期の親にとって一番い

いことはなんであろうか」と問い続けた支援

者たちは、新しい実践を生み出し、制度へと

つなげていった。 
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